
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

伸縮可能に形成されたアクスルハウジング の 前後に、ト
レッド位置決め装置 とトレッド固定装置 とを互いに対抗し
着脱自在に配設し、前記トレッド位置決め装置 にはアクスルハウジング

に沿った長孔（ ）を有する筒体 と、この筒体（
）内をスライドし且つ前記長孔 とともにピン を挿通する

複数の位置決め孔 を有するシャフト とを備え、一方、ト
レッド固定装置 には固定ボルト 挿通用の開口孔

を有する筒体 と、この筒体 内をスライドし且つ前記開
口孔（ ）とともに固定ボルト を挿通する複数の固定孔

） 有する シャフト ）とを備
え

たことを
特徴とする作業車両のトレッド変更装置。
【請求項２】
　前記トレッド位置決め装置（ ）とトレッド固定装置（ をアクス

10

20

JP 4013418 B2 2007.11.28

センターケース（２０ａ）の左右両端にインナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）をスライ
ド自在に差し込んで （２０） 左右

（５０，５０） （６０，６０）
（５０，５０） （

２０） ５３，５３ （５１，５１） ５１，５
１ （５３，５３） （５５，５５）

（５４，５４…） （５２，５２）
（６０，６０） （６７，６７） （６５，６

５） （６１，６１） （６１，６１）
６５，６５ （６７，６７） （６６，

６６… を 逆Ｌ字形プレート（６３，６３）つきの （６２，６２
、且つ、上記インナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）に鍔状のプレート（２５，２５）を

固設し、該プレート（２５，２５）の一端部を上記トレッド位置決め装置（５０，５０）
のシャフト（５２，５２）の端面に固定するとともに、該プレート（２５，２５）の他端
部をトレッド固定装置（６０，６０）のシャフト（６２，６２）の端面に固定し

５０，５０ ６０，６０）



ルハウジング の水平面に対して傾斜させて配設し、少なくともトレッド位置決め
装置（ を運転席 から目視可能に配置した請求項１記載の作業車両の
トレッド変更装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は作業車両のトレッド変更装置に関するものであり、特に、伸縮可能に形成された
アクスルハウジングを有する作業車両のトレッド変更装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
建設土木作業や農耕作業等に使用される作業車両の中で、アウターアクスル（センターケ
ース）にインナーアクスルをスライド自在に差し込んでアクスルハウジングを伸縮可能に
形成し、作業内容に応じてインナーアクスルをスライドさせることにより、トレッドを変
更できるようにしたものが知られている。そして、インナーアクスルのスライド位置を定
めるためのトレッド位置決め装置と、インナーアクスルを固定して周り止めするためのト
レッド固定装置がアウターアクスルに一体化して備えられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
此種作業車両のトレッド変更装置は、アウターアクスルにトレッド位置決め装置とトレッ
ド固定装置が一体に設けられているので、通常のトレッド固定型のアクスルハウジングと
トレッド変更型のアクスルハウジングとでアウターアクスルの共用化が困難であり、夫々
別個にアクスルハウジングを形成しなければならなかった。
【０００４】
そこで、トレッド変更型のアクスルハウジングとトレッド固定型のアクスルハウジングと
で部品の共用化を図るために解決すべき技術的課題が生じてくるのであり、本発明はこの
課題を解決することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、

伸縮可能に形成されたアクスルハウジング の 前後に、トレッ
ド位置決め装置 とトレッド固定装置 とを互いに対抗し着脱
自在に配設し、前記トレッド位置決め装置 にはアクスルハウジング

に沿った長孔（ ）を有する筒体 と、この筒体（ ）
内をスライドし且つ前記長孔 とともにピン を挿通する複数
の位置決め孔 を有するシャフト とを備え、一方、トレッ
ド固定装置 には固定ボルト 挿通用の開口孔
を有する筒体 と、この筒体 内をスライドし且つ前記開口孔
（ ）とともに固定ボルト を挿通する複数の固定孔

） 有する シャフト ）とを備え

た作業車両の
トレッド変更装置、
　及び、 、前記トレッド位置決め装置（ ）とトレッド固
定装置（ をアクスルハウジング の水平面に対して傾斜させて配設し
、少なくともトレッド位置決め装置（ を運転席 から目視可能に配置
した 作業車両のトレッド変更装置を提供するものである。
【０００６】
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（２０）
５０，５０） （１３）

セ
ンターケース（２０ａ）の左右両端にインナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）をスライド自
在に差し込んで （２０） 左右

（５０，５０） （６０，６０）
（５０，５０） （２０

） ５３，５３ （５１，５１） ５１，５１
（５３，５３） （５５，５５）

（５４，５４…） （５２，５２）
（６０，６０） （６７，６７） （６５，６５）

（６１，６１） （６１，６１）
６５，６５ （６７，６７） （６６，６６

… を 逆Ｌ字形プレート（６３，６３）つきの （６２，６２ 、
且つ、上記インナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）に鍔状のプレート（２５，２５）を固設
し、該プレート（２５，２５）の一端部を上記トレッド位置決め装置（５０，５０）のシ
ャフト（５２，５２）の端面に固定するとともに、該プレート（２５，２５）の他端部を
トレッド固定装置（６０，６０）のシャフト（６２，６２）の端面に固定し

請求項２記載の発明は ５０，５０
６０，６０） （２０）

５０，５０） （１３）
請求項１記載の



【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を図面に従って詳述する。図１乃至図３は作業車両の一例と
してトラクタ１０を示し、機体の前部にエンジン（図示せず）を搭載してボンネットカバ
ー１１にて被蔽し、機体の中央部から後部にキャビン１２を載設してその内部に運転席１
３を設け、該運転席１３の前方にメータパネル１４やハンドルポスト１５等が配置される
とともに、該運転席１３の下方にミッションケース１６が固設されている。また、機体の
後部にリンク機構１７を介してロータリ作業機１８が連結されている。
【０００７】
一方、機体の前下部にステー１９を垂設し、フロントアクスルハウジング２０の左右方向
中央部の前面に突設したピン２１をこのステー１９に枢着して、該フロントアクスルハウ
ジング２０がピン２１を中心に揺動できるように支持させるとともに、該フロントアクス
ルハウジング２０の左右両端部に前輪２２，２２を装着する。また、前記ミッションケー
ス１６の両側面にリヤアクスルハウジング２３，２３を固設し、夫々の外側端部に後輪２
４，２４を装着する。
【０００８】
図４はフロントアクスルハウジング２０の平面図であり、左右対称に形成されているため
、右側部分の記載を一部省略し、左側部分について詳述するものとする。同図において、
該フロントアクスルハウジング２０の中央部前面（図中上方を機体の前方とする）に前記
ピン２１が突設され、該フロントアクスルハウジング２０の中央部後面に駆動入力部３０
が設けられている。駆動入力部３０から入力された動力は、フロントデファレンシャルギ
ヤ３１から左右のフロントアクスルシャフト３２，３２へ伝達される。フロントアクスル
ハウジング２０の両端部にはナックルアーム３３，３３が設けられており、夫々のナック
ルアーム３３はキングピン３４を中心に左右に回動自在に支持され、更に、ナックルアー
ム３３の外側部にホイールハブ取付け用ブラケット３５を固設して、前述した前輪２２を
装着できるように形成してある。
【０００９】
前記駆動入力部３０の上方部位には、全油圧式操舵装置のステアリングシリンダ３６がボ
ルト３７，３７にてフロントアクスルハウジング２０の後上部に固設されている。該ステ
アリングシリンダ３６はケース３８の両側にピストンロッド３９，３９が突出した両ロッ
ド型の油圧シリンダであり、双方のピストンロッド３９，３９の先端部に平面視コ字形の
ブラケット４０の両端部４０ａ，４０ｂを固定して、該ステアリングシリンダ３６が駆動
されたときに、ピストンロッド３９，３９と一体にブラケット４０が左右方向へ移動する
ように形成されている。
【００１０】
尚、４１は前記ブラケット４０後面の両端部近傍に固設された係止具である。図５に示す
ように、該係止具４１には左右方向にスライド孔４２が開穿され、且つ、該係止具４１の
後面横方向にスリット４３を設けてスライド孔４２の一部が切欠され、該係止具４１の側
面視が略Ｃ字形に形成されている。また、後述のストッパボルト４８を挿入するために、
該係止具４１の上面後端からスリット４３に達するまで挿入孔（ばか孔）４４ａを開穿し
、該スリット４３から係止具４１の下面に向けて、前記挿入孔４４ａと同一軸心で開口孔
４４ｂを設けておく。
【００１１】
そして、夫々の係止具４１のスライド孔４２に左右外側方向からタイロッドエンド４５の
スライドロッド４６を挿入する。このスライドロッド４６の後面には、予め縦方向に複数
の半円形の溝４７，４７…が開穿されており、スライドロッド４６が前記係止具４１のス
ライド孔４２内をスライドして何れか一つの溝４７と前記挿入孔４４ａと一致した状態で
、挿入孔４４ａの上部からストッパボルト４８を挿入することにより、前記溝４７にスト
ッパボルト４８の一部分が係合し、更に、該ストッパボルト４８を回転して前記開口孔４
４ｂに螺合させれば、前記スリット４３が狭くなってスライド孔４２の内径が縮径され、
スライドロッド４６が締め付けられて係止具４１に係止される。前記ブラケット４０とタ
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イロッドエンド４５，４５とでタイロッド４９を構成し、該タイロッド４９にて左右のナ
ックルアーム３３，３３が連結される。
【００１２】
図４に示すように、左右のタイロッドエンド４５，４５の先端部４５ａ，４５ａは前記ナ
ックルアーム３３，３３に枢着されており、前記ステアリングシリンダ３６が駆動されて
ピストンロッド３９，３９が右側へ移動した場合はブラケット４０も同方向へ移動し、左
右の係止具４１，４１に係止したタイロッドエンド４５，４５が右側に引かれる。従って
、左右のナックルアーム３３，３３が夫々のキングピン３４，３４を中心に図中反時計方
向に回転し、前輪２２，２２が左側へ回向して機体は左旋回可能となる。これに対して、
ピストンロッド３９，３９が左側へ移動した場合は、前述とは対称的な動作にて左右のナ
ックルアーム３３，３３が図中時計方向に回転し、機体は右旋回可能となる。
【００１３】
ここで、前記フロントアクスルハウジング２０は、アウターアクスル（センターケース）
２０ａの左右両端部にインナーアクスル２０ｂ，２０ｂをスライド自在に差し込んで、ア
クスルハウジングの左右幅を伸縮可能に形成し、作業内容に応じてインナーアクスル２０
ｂ，２０ｂをスライドさせることにより、トレッドを変更できるようにしてある。本実施
の形態では、アウターアクスル２０ａの左右両端部にインナーアクスル２０ｂ，２０ｂが
装着されているが、いずれか一方のみにインナーアクスル２０ｂを設けて、トレッドを片
側だけ伸縮可能に形成してもよい。
【００１４】
更に、フロントアクスルハウジング２０の左右両端部には、夫々の前後にインナーアクス
ル２０ｂのスライド位置を定めるためのトレッド位置決め装置５０と、インナーアクスル
２０ｂを固定して周り止めするためのトレッド固定装置６０が設けられている。
【００１５】
図６乃至図８に示すように、トレッド位置決め装置５０は円筒形の筒体５１と、該筒体５
１内にスライド自在に嵌合したシャフト５２とからなり、該筒体５１の上面に長手方向へ
長孔５３を開穿するとともに、シャフト５２の上面に長手方向へ複数の位置決め孔５４，
５４…を設けて前記長孔５３から臨ませてある。長孔５３の上方からピン５５を挿入して
任意の位置決め孔５４に差込むことにより、前記筒体５１に対するシャフト５２のスライ
ド終着位置を決めることができる。また、該トレッド位置決め装置５０は、フロントアク
スルハウジング２０のアウターアクスル２０ａにボルト締めにて着脱自在に取り付けられ
ている。
【００１６】
一方、トレッド固定装置６０は、円筒形の筒体６１と、該筒体６１内にスライド自在に嵌
合したシャフト６２と、シャフト６２の上部に設けた逆Ｌ字形のプレート６３等からなり
、該プレート６３の長辺６３ａはシャフト６２と平行に配設され、前記筒体６１の上部に
一体的に設けられたガイド部６４に対してスライド可能に接触し、この長辺６３ａと直角
をなす短辺６３ｂは前記シャフト６２の一端面にボルト締めされている。
【００１７】
そして、前記ガイド部６４に螺子部を有する開口孔６５を設けるとともに、プレート６３
の長辺６３ａに長手方向に複数の固定孔（ばか孔）６６，６６…を開穿し、該プレート６
３がスライドして前記開口孔６５の上部に何れか一つの固定孔６６が移動したとき、該固
定孔６６の上方から固定ボルト６７を挿入して前記開口孔６５に螺合できるように形成し
てある。尚、とくに前記筒体６１の上部にガイド部６４を設けず、螺子部を有する開口孔
６５を直接筒体６１に設けるとともに、筒体６１の上面部にプレート６３の長辺６３ａを
スライド可能に接触させるように形成してもよい。また、該トレッド固定装置６０も、フ
ロントアクスルハウジング２０のアウターアクスル２０ａにボルト締めにて着脱自在に取
り付けられている。
【００１８】
更に、インナーアクスル２０ｂに鍔状のプレート２５を固設し、該プレート２５の一端部
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を前記トレッド位置決め装置５０のシャフト５２の端面に固定するとともに、該プレート
２５の他端部をトレッド固定装置６０のシャフト６２の端面に固定してある。従って、イ
ンナープレート２０ｂの左右方向への移動に連動して、前記シャフト５２とシャフト６２
が一体的にスライドする。
【００１９】
次に、図４乃至図８に従って、トレッド変更手順について更に詳述する。トレッドを変更
する場合は、先ず左右のナックルアーム３３，３３に設けられている係止孔３３ａ，３３
ａにピンなどを挿入し、ナックルアーム３３，３３の回転を固定した後に、左右何れか一
方のタイロッドエンド４５を係止具４１から弛緩若しくは離脱させる。例えば、左側のイ
ンナーアクスル２０ｂを移動する場合は、右側の係止具４１のストッパボルト４８を取り
外し、該係止具４１を弛緩して右側のタイロッドエンド４５のスライドロッド４６をフリ
ーにする。
【００２０】
この状態で、前記ステアリングシリンダ３６を駆動してピストンロッド３９，３９を左側
へ移動すれば、左側の係止具４１に係止した左側のタイロッドエンド４５が左方へ押され
て、左側のナックルアーム３３と一体に左側のインナーアクスル２０ｂが外側へ引き出さ
れる。斯くして、前記フロントアクスルハウジング２０の左側部分の幅が伸長し、トレッ
ドが拡大される。これとは逆に、ピストンロッド３９を右側へ移動すれば、左側のインナ
ーアクスル２０ｂが内側へ引き込まれてフロントアクスルハウジング２０の左側部分の幅
が短縮し、トレッドが縮小される。
【００２１】
続いて、右側のインナーアクスル２０ｂを移動する。この場合は、前述とは反対に、左側
の係止具４１のストッパボルト４８を取り外し、該係止具４１を弛緩して左側のタイロッ
ドエンド４５のスライドロッド４６をフリーにする。この状態で、前記ステアリングシリ
ンダ３６を駆動してピストンロッド３９，３９を左右何れかへ移動すれば、右側の係止具
４１に係止した右側のタイロッドエンド４５が左右どちらかに押されて、右側のナックル
アーム３３と一体に右側のインナーアクスル２０ｂが押し引きされる。斯くして、前記フ
ロントアクスルハウジング２０の右側部分の幅が伸縮し、トレッドが拡大または収縮する
。
【００２２】
同図に示すように、ピストンロッド３９，３９の端面とナックルアーム３３，３３との距
離が短くて、タイロッド４９を伸縮させる部材の取り付けが困難である場合でも、前記ピ
ストンロッド３９の軸心と、タイロッドエンド４５のスライドロッド４６の軸心とをオフ
セットしてピストンロッド３９とタイロッドエンド上を平行にラップさせ、このラップ部
分に伸縮部材（本実施の形態では係止具４１とスライドロッド４６）を介装することによ
り、タイロッド４９の長さを伸縮することが可能となる。
【００２３】
また、左側のトレッドを広げるときは、図７（ａ）に示すように、例えば前記左側のトレ
ッド位置決め装置５０の左から１番目の位置決め孔５４にピン５５を差し込み、且つ、前
記左側のトレッド固定装置６０の固定ボルト６７を弛緩して取り外す。斯かる状態で、前
述したように、左右のナックルアーム３３，３３の回転を固定して右側のタイロッドエン
ド４５を係止具４１から弛緩させ、前記ステアリングシリンダ３６の駆動にて左側のイン
ナーアクスル２０ｂを左方に引き出せば、前記トレッド位置決め装置５０のシャフト５２
が筒体５１内をスライドして左へ移動するとともに、前記トレッド固定装置６０のシャフ
ト６２が筒体６１内をスライドして左へ移動する。
【００２４】
そして、同図（ｂ）に示すように、前記シャフト５２に差し込んだピン５５が長孔５３の
左端部に当接したときに、シャフト５２がそれ以上左方向へはスライドできなくなり、左
側のインナーアクスル２０ｂの移動が停止する。然る後に、前記トレッド固定装置６０の
固定孔６６に固定ボルト６７を挿入して開口孔６５に螺合すれば、シャフト６２のスライ
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ドが拘束されてトレッドが固定される。
【００２５】
一方、左側のインナーアクスル２０ｂを右方に引き込んでトレッドを狭める場合も、前記
シャフト５２に差し込んだピン５５が長孔５３の右端部に当接したときにシャフト５２の
右方向へのスライドができなくなり、インナーアクスル２０ｂの移動が停止する。尚、右
側のトレッドを変更するときは、前述とは対称的に右側のトレッド位置決め装置５０と右
側のトレッド固定装置６０を動作させることにより、右側部分のトレッド位置決めとトレ
ッド固定とを簡単に行うことができる。
【００２６】
そして、トレッドの拡張または縮小何れの場合であっても、前記ピン５５の差込み位置を
変えることによりシャフト５２のスライド終着位置が変わり、極めて容易に数段階のトレ
ッド位置決めを行うことができる。また、図示は省略するが、前記トレッド位置決め装置
５０のシャフト５２に設けられている任意の２つの位置決め孔５４，５４に夫々ピン５５
，５５を差し込んでおくことにより、２段階のトレッドをピン５５の差し替えなしで交互
に変更することができる。
【００２７】
図１及び図６に示すように、前記トレッド位置決め装置５０とトレッド固定装置６０は、
フロントアクスルハウジング２０の前後に対向配設され、且つ、フロントアクスルハウジ
ング２０の水平面に対して傾斜させてあるため、該フロントアクスルハウジング２０の後
上方に設置されている運転席１３からの目視が可能であり、オペレータが運転席１３に着
座した状態でトレッドがどの位置に変更されているかを容易に視認できる。また、トレッ
ド変更時に前記ピン５５の抜き差しや固定ボルト６７を着脱する際も、タイヤ越しではな
く斜め後方から目視しながら作業を行うことが可能となり、作業性が向上する。
【００２８】
また、前記トレッド位置決め装置５０とトレッド固定装置６０は、フロントアクスルハウ
ジング２０のアウターアクスル２０ａに着脱自在であるため、トレッド固定型の作業車両
とトレッド変更型の作業車両とでアウターアクスル２０ａを共用化することができる。
【００２９】
尚、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして、本
発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【００３０】
【発明の効果】
　本発明は上記一実施の形態に詳述したように、請求項１記載の発明は

伸縮可能に形成されたアクスルハウジング の 前後に、トレッド位置決め装置
とトレッド固定装置 とを互いに対抗し着脱自在に配設して

あるので、アクスルハウジングの形状が一方に偏らず、強度を均一化することができる。
また、該トレッド位置決め装置とトレッド固定装置を取り外すことによって、簡単にトレ
ッド固定型とトレッド変更型にすることができる。従って、トレッド固定型とトレッド変
更型とでアクスルハウジングを共用することができ、部品の共用化によるコストダウンを
図ることができる。更に、
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センターケース（
２０ａ）の左右両端にインナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）をスライド自在に差し込んで

（２０） 左右
（５０，５０） （６０，６０）

上記インナーアクスル（２０ｂ，２０ｂ）に鍔状のプレート（
２５，２５）を固設し、該プレート（２５，２５）の一端部を上記トレッド位置決め装置
（５０，５０）のシャフト（５２，５２）の端面に固定するとともに、該プレート（２５
，２５）の他端部をトレッド固定装置（６０，６０）のシャフト（６２，６２）の端面に
固定してあるため、インナープレート（２０ｂ，２０ｂ）の左右方向への移動に連動して
、前記シャフト（５２）とシャフト（６２）が一体的にスライドする。

トレッドの拡張または縮小何れの場合であっても、前記ピン（５５）の差込み位置を変
えることによりシャフト（５２）のスライド終着位置が変わり、極めて容易に数段階のト
レッド位置決めを行うことができる。また、前記トレッド位置決め装置（５０）のシャフ
ト（５２）に設けられている任意の２つの位置決め孔（５４，５４）に夫々ピン（５５，



【００３１】
　請求項２記載の発明は、伸縮可能に形成されたアクスルハウジングのトレッド変更部を
水平面に対して傾斜させ、該トレッド変更部分を運転席から目視可能に配設したことによ
り、オペレータが運転席に着座した状態でトレッドの変更位置を容易に視認できる。また
、トレッド変更時

、作業性も向上でき
る等、正に諸種の効果を奏する発明である。
【図面の簡単な説明】
図は本発明の一実施の形態を示すものである。
【図１】作業車両の一例であるトラクタの側面図。
【図２】トラクタの正面図。
【図３】トラクタの背面図。
【図４】フロントアクスルハウジングの平面図。
【図５】ブラケットとタイロッドエンドの要部斜視図。
【図６】フロントアクスルハウジングの側面図。
【図７】トレッド位置決め装置とトレッド固定装置の要部を示し、（ａ）はトレッド収縮
時の平面図、（ｂ）はトレッド拡大時の平面図。
【図８】トレッド固定装置の要部を示し、（ａ）はトレッド収縮時の背面図、（ｂ）はト
レッド拡大時の背面図。
【符号の説明】
１３　　　　運転席
２０　　　　フロントアクスルハウジング
５０　　　　トレッド位置決め装置
６０　　　　トレッド固定装置
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５５）を差し込んでおくことにより、２段階のトレッドをピン（５５）の差し替えなしで
交互に変更することができる。

に前記ピン５５の抜き差しや固定ボルト６７を着脱する際も、タイヤ越
しではなく斜め後方から目視しながら作業を行なうことが可能となり



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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